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問題１
(1) anと bnの定義から, fn(x)を次のように表せる.

fn(x) = an · x+ bn

f1(x) = 2x+ 1より, a1 = 2, b1 = 1である.

(2) fn(x)と fn+1(x)を与式に代入すると,

n (an+1 · x+ bn+1) = (n+ 2)(an · x+ bn) + n

xの係数と定数項を整理すると,

n · an+1 = (n+ 2) an · · · 1○
n · bn+1 = (n+ 2) bn + n · · · 2○

となる. 1○より,
an+1

n+ 2
=

an
n

両辺を (n+ 1)で割ると,
an+1

(n+ 1)(n+ 2)
=

an
n(n+ 1)

これがすべての nについて成り立つので，
an

n(n+ 1)
=

an−1

(n− 1)n
=

an−2

(n− 2)(n− 1)
= · · · = a1

1 · 2
= 1

数列 {an}の一般項は an = n(n+ 1)である.

(3) (2)の結果より, an ̸= 0 (n = 1, 2, 3, · · · )であるから, 1○と 2○より,

bn+1

an+1
=

bn
an

+
n

(n+ 2)an

を得る. この右辺の第 2項に (2)の結果 an = n(n+ 1)を代入すると,

bn+1

an+1
− bn

an
=

1

(n+ 1)(n+ 2)

となる.

(4) (3)の結果より, 数列
{
bn
an

}
の階差数列が

{
1

(n+ 1)(n+ 2)

}
であるから, n ≧ 2のとき,

bn
an

=
b1
a1

+
n−1∑
k=1

1

(k + 1)(k + 2)
=

b1
a1

+
n−1∑
k=1

(
1

k + 1
− 1

k + 2

)
が成立する. a1 = 2, b1 = 1であるから,

bn
an

=
1

2
+

n−1∑
k=1

(
1

k + 1
− 1

k + 2

)
=

1

2
+

(
1

2
− 1

n+ 1

)
=

n

n+ 1

となる. これは n = 1のときも成立する. よって、数列
{
bn
an

}
の一般項は bn

an
=

n

n+ 1
で

ある.



(5) (2), (4)の結果より, 数列 {bn}の一般項は bn = n2となる. これらを Sn(x)に代入すると,

Sn(x) =

n∑
k=1

ak · x+

n∑
k=1

bk

=

n∑
k=1

(k2 + k) · x+

n∑
k=1

k2

=

[
n(n+ 1)(2n+ 1)

6
+

n(n+ 1)

2

]
x+

n(n+ 1)(2n+ 1)

6

=
n(n+ 1)(2n+ 4)

6
x+

n(n+ 1)(2n+ 1)

6

=
n(n+ 1)

6
[(2n+ 4)x+ (2n+ 1)]

n > 0であるから, Sn(x) = 0のとき, x = −2n+ 1

2n+ 4
である.

問題２
(1)

d

dx
{(x+ 2)(x− 1)(x− 3)} =

d

dx

(
x3 − 2x2 − 5x+ 6

)
= 3x2 − 4x− 5.

(2) ∫ 4

0

∣∣x2 − 2x− 3
∣∣ dx =

∫ 4

0
|(x+ 1)(x− 3)| dx

= −
∫ 3

0
(x+ 1)(x− 3) dx+

∫ 4

3
(x+ 1)(x− 3) dx

= −
∫ 3

0
(x2 − 2x− 3) dx+

∫ 4

3
(x2 − 2x− 3) dx

= −
[
x3

3
− x2 − 3x

]3
0

+

[
x3

3
− x2 − 3x

]4
3

=
34

3
.

(3) ∫ x

−x

{
d

dt

(
t3

6
+

t2

2
+ t+ 1

)}
dt =

∫ x

−x

(
t2

2
+ t+ 1

)
dt

=

[
t3

6
+

t2

2
+ t

]x
−x

=
x3

3
+ 2x.

(4) ∫ x

−x

d

du

{∫ u

−u
(t2 + t+ 1) dt

}
du =

∫ x

−x

d

du

([
t3

3
+

t2

2
+ t

]u
−u

)
du

=

∫ x

−x

d

du

(
2u3

3
+ 2u

)
du

=

∫ x

−x
(2u2 + 2) du

=

[
2u3

3
+ 2u

]x
−x

=
4x3

3
+ 4x.



(5) A =
∫ 3
−1 f(t) dtとすると，f(x) = x2 + 2Axであるから，

A =

∫ 3

−1
(t2 + 2At) dt

=

[
t3

3
+At2

]3
−1

= 8A+
28

3

より，A = −4
3．ゆえに，f(x) = x2 − 8

3x．

問題３
(1) 三平方の定理より, AB2 =

(√
6
)2

+
(√

2
)2

= 8 であり, AB > 0 なので, AB = 2
√
2. 同様に,

AC2 =
(√

6
)2

+
(√

6
)2

= 12, AC > 0 なので, AC = 2
√
3.

(2) 余弦定理より,

cos∠ABC =
AB2 +BC2 − CA2

2 ·AB · BC

=
8 +

(√
6 +

√
2
)2 − 12

2 · (2
√
2) · (

√
6 +

√
2)

=
−4 + 6 + 2 · 2

√
3 + 2

8(
√
3 + 1)

=
4(
√
3 + 1)

8(
√
3 + 1)

=
1

2

(3) (2) より, ∠ABC = 60◦ であるから, 正弦定理より 2R sin 60◦ = 2
√
3 なので, R =

2
√
3√
3

= 2

である.

(4) 線分 AB の中点は
(√

6
2 ,

√
2
2

)
で, 直線 AB の傾きは − 1√

3
であるから, 線分ABの垂直二等

分線は,

y −
√
2

2
=

√
3

(
x−

√
6

2

)

である. また, 線分 BC の垂直二等分線は y =

√
6 +

√
2

2
であり, S は, この 2直線の交点で

あるので, √
6 +

√
2

2
−

√
2

2
=

√
3

(
x−

√
6

2

)

これから, x =

√
6 +

√
2

2
である. よって Sの座標は

(√
6 +

√
2

2
,

√
6 +

√
2

2

)
である.

(5) 正弦定理より, sin∠CAB =
BC

2R
=

√
6 +

√
2

4
である.

問題４

(1) 偏りのあるさいころの 1の目の出る確率は 2

7
, その他の目は 1

7
.

よって, 3つのさいころの目の合計が 3, つまりすべてのさいころの目が 1である確率は,

1

6
· 1
6
· 2
7
=

1

126
.



(2) 3つのさいころの目の合計が 4となるのは, (1, 1, 2), (1, 2, 1), (2, 1, 1)の 3つの出目である. こ
こで, 1, 2個目の数値が偏りのないさいころの目, 3つ目の数値が偏りのあるさいころの目と
する．合計が 4となる確率は以下のように計算できる.

1

6
· 1
6
· 1
7
+

1

6
· 1
6
· 2
7
+

1

6
· 1
6
· 2
7
=

5

252
.

(3) 3つのさいころの目の合計が 3となる確率は (1)より 1

126
.

3つのさいころの目の合計が 4となる確率は (2)より 5

252
.

3つのさいころの目の合計が 5となる確率は (2)と同様に (1, 2, 2)あるいは (1, 1, 3)の組み合
わせの目がでる確率を計算して合計すると求めることができる.

(1, 2, 2)の組み合わせの出る確率は,

1

6
· 1
6
· 2
7
+

1

6
· 1
6
· 1
7
+

1

6
· 1
6
· 1
7
=

4

252
.

(1, 1, 3)の組み合わせの出る確率は,

1

6
· 1
6
· 2
7
+

1

6
· 1
6
· 2
7
+

1

6
· 1
6
· 1
7
=

5

252
.

よって，3つのさいころの目の合計が 5となる確率は 9

252
.

これらより，合計が 6以上になる確率を計算すると,

1−
(

1

126
+

5

252
+

9

252

)
= 1− 4

63
=

59

63
.

(4) 求める確率は,
2

3
· 1
2
+

1

3

(
2

7
+

1

7
+

1

7

)
=

11

21
.

(5) Aを 1の目が出る事象とすると, P (A) =
2

3
· 1
6
+

1

3
· 2
7
=

13

63
.

Bを偏りのあるさいころを選ぶ事象とすると, P (B) =
1

3
. 偏りのあるさいころを選んだとき

に 1の目が出る条件付き確率は, PB(A) =
2

7
．

乗法定理より, 選んださいころが偏りのあるさいころで, かつ, 1の目が出る確率は,

P (A ∩B) = P (B)PB(A) =
1

3
· 2
7
=

2

21
.

1の目が出たときに投げたさいころが偏ったさいころである確率は,

PA(B) =
P (A ∩B)

P (A)
=

2

21
· 63
13

=
6

13
.

別解：ベイズの定理より,

PA(B) =
P (B)PB(A)

P (A)
=

1

3
· 2
7
· 63
13

=
6

13
.


